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Research Abstract

本研究では、⾻折部の治療に利⽤される創外固定器を対象として、創外固定器に発⽣するひずみを計測し、この情報をもとに固定している⾻折部の⼒学的特性を逆解析的に確定して治癒
状況を評価する⽅法について提案し、その有効性について検討した。具体的な問題として、脛⾻中央で起こった開放型の⾻折が創外固定された場合を想定し、これに対して作成した有限
要素モデルから⾻折部の仮⾻の特性と創外固定器のひずみの関係を求めた。この関係を⽤いることで、測定された創外固定器のひずみから仮⾻の⼒学的特性を推定されることが可能とな
った。平成9年度の研究では、提案した仮⾻の⼒学的特性推定法の基本的な有効性を確認している。 
平成10年度の研究では、⾻の形態や⾻折の症状が様々に異なる臨床的な状況下においても本⼿法が有効性を発揮するように、X線CTから得られた個々の画像データより有限要素モデル
を、より正確に効率よく構築する⽅法の開発に努めた。⼿順としては、X線CTから得られる⾻の横断⾯の画像に対して画像処理を⾏うことにより、外形線と髄空線を抽出する。これらの
線情報をCADソフトウエアに取り込み、座標系の補正を⾏った後、互いを結びつけることによって⽴体モデルを作成する。⽴体モデルは、有限要素法のプリプロセッサにより要素分割さ
れ、各要素に⽪質⾻、海綿⾻および⾻折仮⾻の材料特性が与えられることによって、個々の症例に対応した有限要素モデルが完成する。以上の⽅法を、⼈⼤髄⾻の近位部や脛⾻に適⽤し
て、実際に有限要素モデルを作成した。また、死体⾻を対象にコンピュータで作成した⽴体モデルと実際の⾻との形状を⽐較し、モデルの形状精度についても評価を⾏った。以上の計算
と実験から、CT画像データより⽐較的正確な有限要素モデルが効率よく作成できることが確認され、個々の症例に対応した⾻折部の⼒学的特性同定にも効果を発揮することが期待でき
る。
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